
令和４年度 重点事業の要求状況

○おかやま創生総合戦略

【対策１ 若い世代の希望をかなえる少子化対策の推進(自然減対策) 】

１－① 次世代育成に向けた気運の醸成

調書番号 部 局 名 分類 事　　業　　名 終 了 年 度 説 明

( 115,211 )
135,570

( 115,211 )

135,570

１－④ 子育て支援の充実

調書番号 部 局 名 分類 事　　業　　名 終 了 年 度 説 明

( 44,468 )
198,816

( 44,468 )

198,816

【対策２　つながりを築き、人を呼び込む郷土岡山づくりの推進(社会減対策) 】

２－① 移住・定住の促進

調書番号 部 局 名 分類 事　　業　　名 終 了 年 度 説 明

( 28,129 )
63,073

( 0 )
7,539

( 28,129 )

70,612

事 業 概 要

要求額(千円)

40 県民生活部 一般

岡山移住・定住促
進パワーアップ事
業
《中山間・地域振
興課》

R6

将来的な移住・定住につながる関係人口を創出するとと
もに、人口減少や高齢化による地域活力の低下といった
課題解決のため、「ワーケーション」を推進する市町村
を支援する。また、首都圏等で移住相談窓口の設置や情
報発信等を行う。

41 県民生活部 一般

吉備高原都市住区
分譲加速化パート
ナーシップ事業
《中山間・地域振
興課》

R6

ハウスメーカー等とのタイアップにより、民間の営業網
等を活用した情報発信や顧客開拓を実施し住区分譲を促
進する。また、インスタグラムを活用し首都圏等に向け
た情報発信を行う。

計

※要求額欄の（　　）内は一般財源の額です。
※別途掲載の「重点事業調書（要求）一覧」（pdfファイル）を開き、しおりの事業名をクリックすると、その事業の調書をご覧いただけま
す。

事 業 概 要

要求額(千円)

計

事 業 概 要

要求額(千円)

計

28 保健福祉部 一般

少子化対策総合推
進事業
《子ども未来課、
健康推進課、医療
推進課》

R6

恋愛パーソナル診断によるマッチング機能の追加等によ
る「おかやま縁むすびネット」の推進や結婚・子育てに
対する気運醸成、妊娠・出産に関する知識の普及啓発な
ど、総合的な少子化対策を推進する。

29 保健福祉部 一般

子ども・子育て支
援環境の充実（多
様な保育ニーズへ
の対応）
《子ども未来課》

R6

保育人材を確保するため、指定保育士養成施設に在学す
る学生への修学資金の支援や潜在保育士の就業支援等に
取り組むとともに、保育士の負担軽減や保育体制整備等
に対する支援、保育士等キャリアアップ研修の充実な
ど、子育て支援環境を整備する。

- 1 -



２－② 若者の還流・定着

調書番号 部 局 名 分類 事　　業　　名 終 了 年 度 説 明

( 55,253 )
92,663

( 55,253 )

92,663

２－③ 地方創生を担う人材の育成 

調書番号 部 局 名 分類 事　　業　　名 終 了 年 度 説 明

( 172,815 )
292,332

( 10,452 )
10,452

( 55,307 )
87,565

( 238,574 )

390,349

２－④ 情報発信力の強化

調書番号 部 局 名 分類 事　　業　　名 終 了 年 度 説 明

( 17,277 )
25,437

( 0 )
12,408

( 17,277 )

37,845

52 総合政策局 一般

伝わる広報へ！県
政広報発信強化事
業
《公聴広報課》

R4

多様な媒体を活用した情報発信により、県政広報の充実
を図る。また、テレビ番組での情報発信とともに、ＷＥ
Ｂにも動画を掲載し、デジタルマーケティングの手法を
活用した県政情報や県の魅力を発信する。

事 業 概 要

要求額(千円)

20 産業労働部 一般

働きやすさ応援パ
ワーアップ事業
《 労 働 雇 用 政 策
課》

R6

企業やＵターン就職の魅力を語ってもらう「就活サポー
ター」等を活用し、県内企業の魅力を伝えるとともに、
合同説明会を行い、県内企業の人材確保を支援する。ま
た、テレワーク等働き方改革の支援、副業・兼業など柔
軟な働き方の活用促進を促すフォーラムを開催する。

計

事 業 概 要

要求額(千円)

1 総務部 一般

私立学校の安定的
な経営のための私
学助成拡充
《総務学事課》

-

私立学校が取り組むＩＣＴ環境整備の支援を行うととも
に、授業目的公衆送信補償金制度の活用に対する補助を
行う。また、国の制度改正に合わせ、奨学のための給付
金を増額するほか、私立小中学校等へ入学後に家計急変
した世帯への支援を行う。

4 県民生活部 一般

未 来 を つ く る グ
ローバルチャレン
ジ応援事業
《国際課》

R6

グローバル人材の育成につなげるため、学生等の留学に
対する関心・意欲の喚起を目的とした留学促進フェアを
実施するとともに、産学官が連携し、県内企業・団体か
らの協賛金を原資とした奨学金により県内学生等の海外
留学を支援する。

2 教育委員会

計

53 産業労働部 一般

フ ィ ル ム コ ミ ッ
ション魅力拡大事
業
《観光課》

R6

岡山の認知度向上や観光誘客のため、専属スタッフによ
る誘致活動やロケ費用に係る助成を行う。また、ロケ地
情報のＳＮＳ発信などロケ地を活用したプロモーション
を行う。

計

事 業 概 要

要求額(千円)

一般
学ぶ力の育成
《義務教育課、保
健体育課》

R6
学習内容の着実な定着に向け、朝学習や休憩時間、放課
後の補充学習の支援を行う。また、教員が子どもと向き
合う時間を確保するため、部活動指導員を配置する。
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【対策３ 地域の持続的発展のための経済力の確保 】

３－① 生産性向上の促進

調書番号 部 局 名 分類 事　　業　　名 終 了 年 度 説 明

( 0 )
29,246

( 82,966 )
82,966

( 82,966 )

112,212

３－② 産業の活性化

調書番号 部 局 名 分類 事　　業　　名 終 了 年 度 説 明

( 7,654 )
125,578

( 48,355 )
151,155

( 0 )
73,032

( 33,336 )
90,502

( 11,337 )
53,703

( 80,813 )
150,778

( 0 )
37,492

新たなビジネスチャンスを創出するため、大都市圏の発
注情報の収集、個別あっせんや商談会の開催、専門性の
高い展示商談会への出展など販路開拓を支援する。ま
た、大規模展示商談会「おかやまテクノロジー展（ＯＴ
ＥＸ）」を開催する。

一般
ポストコロナ観光
振興事業
《観光課》

R6

7 産業労働部 一般

ものづくり企業の
グリーン成長支援
事業
《産業振興課》

17 農林水産部 一般
白桃の供給力強化
《農産課、農政企
画課》

R6

桃の供給力強化を図るため、園地の面積拡大や生産性向
上による経営の大規模化、気候変動に対応した生産安定
化、担い手の確保・育成を総合的に進めるとともに、市
町村等が行う５ha規模の産地育成に必要な施設整備等を
支援する。

12 県民生活部 一般

航空ネットワーク
維持・拡充事業
《 航 空 企 画 推 進
課》

R5

運休が続いている国際定期路線の早期の運航再開と再開
後の安定運航につなげるため、航空会社に対する運航に
係る経費への支援や、路線ＰＲ及び集客に取り組む。ま
た、新規就航路線誘致につなげるため、チャーター便の
運航支援に取り組む。

事 業 概 要

要求額(千円)

市町村、観光協会等と連携してポストコロナに対応した
戦略を策定し、持続可能な観光地づくりに一丸となって
取り組む。また、県北地域で盛り上がりを見せる「アー
ト」を切り口に、観光振興を図るため、「アートプロ
ジェクト」の２０２４年開催に向け取り組む。

計

10 産業労働部 一般

県産品の販路開拓
プロジェクト
《マーケティング
推進室、産業振興
課》

R6

県産品の販路開拓を促進するため、大規模展示会への出
展や各種商談会の開催、海外ＥＣサイト導入支援等を行
う。また、世界に展開するファッション専門校エスモー
ドと連携し、岡山デニムの魅力を発信し、岡山デニムの
認知度向上を図る。

5 産業労働部 一般

戦略的企業誘致推
進事業
《企業誘致・投資
促進課》

R7
県内への新規企業立地や投資促進を図るため、既存の誘
致補助金を維持しつつ、市町村が行う産業団地開発事業
の経費に対する無利子貸付を行う。

14 産業労働部

11 産業労働部 一般
ものづくり企業販
路開拓支援事業
《経営支援課》

R6

産業労働部 一般

事 業 概 要

要求額(千円)

8 産業労働部 一般

デジタル化による
企業の「新たな価
値づくり」支援事
業
《産業振興課、経
営支援課》

R6

県内企業のＡＩ・ＩｏＴ等のデジタル技術の活用を促進
するため、専門家等の派遣や人材育成研修等を行う。ま
た、企業の５Ｇを活用したＩｏＴ等の研究開発を支援す
るとともに５Ｇ活用の普及啓発等を行う。

R6

２０５０年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長の
動きを県内ものづくり企業のビジネスチャンスにつなげ
るため、専属コーディネーターを配置し、技術情報の提
供等を行う。また、各企業における新たな取組を促すた
めのセミナーを開催する。

9

コ ロ ナ か ら の 回
復！地域を支える
経営力・稼ぐ力強
化推進事業
《経営支援課》

R6

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている県内企業
のコロナからの回復や、ポストコロナを見据えた取組を
積極的に支援するため、県中小企業支援センターが核と
なり、行政と支援機関が連携して専門家の派遣や人財育
成研修、ＢＣＰの策定支援等を実施する。
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調書番号 部 局 名 分類 事　　業　　名 終 了 年 度 説 明

( 2,800 )
8,800

( 13,133 )
13,133

( 18,955 )
23,180

( 11,149 )
138,918

( 13,446 )
59,993

( 240,978 )

926,264

【対策４　地域の持続的発展のための活力の維持】

４－① 拠点機能の確保

調書番号 部 局 名 分類 事　　業　　名 終 了 年 度 説 明

( 50,000 )
60,000

( 50,000 )

60,000

４－② 地域社会の活性化

調書番号 部 局 名 分類 事　　業　　名 終 了 年 度 説 明

( 3,740 )
5,390

( 4,000 )
5,375

事 業 概 要

要求額(千円)

13 環境文化部 一般

自然公園リファイ
ン・観光客アトラ
クト事業
《自然環境課》

R6

３密を避けて利用しやすい自然公園の施設をさらに洗練
させるため、自然公園内の老朽化した施設の再整備や撤
去を行うとともに、地域のブランド化などを図るための
人材育成やコロナ対策を踏まえたＰＲ方法の研修を実施
する。

39 県民生活部 一般

地域公共交通ネッ
トワーク活性化プ
ロジェクト
《 県 民 生 活 交 通
課》

R6

地域公共交通ネットワークの活性化のため、県内全域を
対象としたパーソントリップ調査を実施する。また、調
査結果を市町村等にフィードバックするとともに、地域
公共交通の維持・確保に向けた取組に対して補助を行
う。

計

44 環境文化部 一般

カーボンニュート
ラルを目指した地
球温暖化対策
《新エネルギー・
温暖化対策室》

R6

温暖化対策について、市町村や産業界との連携強化のた
めの研修や広報を実施するとともに、県民への気候変動
適応策の普及啓発を行う。また、県有施設において、太
陽光発電施設の導入可否等を把握するための調査を実施
する。

事 業 概 要

事 業 概 要

要求額(千円)

16 土木部 一般
岡山後楽園の魅力
づくり
《都市計画課》

R4
新型コロナウイルス感染症収束後の観光需要の回復を見
据え、さらなる魅力づくり事業や特別名勝の保存整備を
実施する。

6 土木部

一般
・
投資
・
特

公共バルクターミ
ナル整備事業
《港湾課》

R8

国際バルク戦略港湾として、水島港の巨大船入出港を見
据えた運航ルールを策定するとともに、国の桟橋改良工
事の進捗に合わせて、荷役機械及び係留施設を整備す
る。

19 農林水産部 一般

県産果物のマーケ
ティング強化
《 対 外 戦 略 推 進
室》

R6

首都圏において果物専門店等と連携したＰＲなどの対面
での取組と、県特設オンラインストアでの販売促進など
の取組を行うとともに、海外での白桃やぶどうの効果的
なプロモーションにより、国内での一層の販売促進と海
外でのシェア拡大を図る。

18 農林水産部 一般

「くだもの王国お
かやま」晴苺プロ
ジェクト事業
《農産課》

R5

晴苺の安定供給体制を確立するため、栽培用ハウスの整
備や高収量モデルの普及など既存産地の生産拡大等を支
援するとともに、首都圏メディア、ＳＮＳを活用したＰ
Ｒ等を展開する。

一般

インバウンドの段
階的回復に向けた
環境整備事業
《観光課》

R6

インバウンド再開に向け、市町村、地域ＤＭＯ等を対象
に滞在・周遊型コンテンツの造成支援、専門家派遣等を
行い、来訪者の満足度アップを図る。また、近隣県と共
同で海外現地トッププロモーションを行い、観光情報等
を発信する。

計

要求額(千円)

15 産業労働部
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調書番号 部 局 名 分類 事　　業　　名 終 了 年 度 説 明

( 77,478 )
88,940

( 21,647 )
21,647

( 106,865 )

121,352

４－③ 安全・安心な地域づくり

調書番号 部 局 名 分類 事　　業　　名 終 了 年 度 説 明

( 4,823 )
4,823

( 23,390 )
49,035

( 14,494 )
14,494

( 74,114 )
74,114

( 0 )
3,065,043

( 3,700 )
23,700

( 19,595 )
34,049

( 13,250 )
13,250

事 業 概 要

要求額(千円)

48
土木部

農林水産部

一般
・
特

水辺空間の適正利
用促進事業（放置
艇対策）
《 港 湾 課 、 河 川
課、防災砂防課、
監理課、水産課、
耕地課》

R6

放置艇対策として「収容能力の向上」や「規制の強化」
をはじめとした環境整備や取組の強化などに取り組み、
秩序ある水域利用を実現するため、放置艇所有者の把握
調査や係留設備の整備などを実施する。

36 土木部 一般

要緊急安全確認大
規模建築物の耐震
化支援事業
《建築指導課》

R7
民間の要緊急安全確認大規模建築物の耐震化を促進する
ため、耐震改修工事の補助制度を有する市町村に対して
助成を行う。

35 総務部 投資
県庁舎耐震化整備
事業
《財産活用課》

R5
本庁舎（本館）及び議会棟（旧館）の耐震化及び長寿命
化工事を行うとともに、浸水対策など機能継続対策のた
め、エネルギーセンターの新築を行う。

49 県民生活部 一般

ＤＶ被害防止対策
強化事業
《男女共同参画青
少年課》

R6

潜在化しているＤＶ被害者がＤＶ被害に「気づく」ため
にＳＮＳを活用したプッシュ型アプローチを実施する。
また、ＤＶ被害者支援に取り組んでいる関係機関・団体
の資質向上や連携の機会を確保するための研修を実施す
る。

33 知事直轄 一般

「災害に強い岡山
県」をつくるため
の防災力強化プロ
ジェクト
《危機管理課》

R6

市町村の受援計画等の作成を支援するとともに、防災訓
練の進行管理者を外部委託し、より実践的な訓練を実施
する。また、リエゾンの派遣、タブレットやＷｅｂ会議
システムの活用により、県と市町村等との連携を強化す
るほか、岡山空港貨物ターミナルの一部を備蓄倉庫等と
して借り上げる。

34 知事直轄 一般

岡山県高度防災情
報ネットワーク整
備事業
《危機管理課》

R4

岡山県高度防災情報ネットワーク基本構想で策定した整
備方針に基づき、地上系無線、衛星系、各種防災システ
ムなどについて、Ｒ１０年度の運用開始を目指し、年度
ごとの整備範囲や概算事業費の算定を行う。

51
環境文化部
保健福祉部

一般

県民スポーツと地
域の活性化事業
《 ス ポ ー ツ 振 興
課、障害福祉課》

R7

トップクラブチームの応援イベントの開催や、地域ス
ポーツ活動の活性化、ライフステージに応じたスポーツ
活動の推進、スポーツ大会の県内誘致、オリンピアン・
パラリンピアン育成事業等、県内スポーツの振興及び競
技力の向上を図る。

32
知事直轄
保健福祉部

一般

新型コロナウイル
ス感染症対策を踏
まえた地域防災力
の強化
《危機管理課、新
型コロナウイルス
感染症対策室》

R7

自宅療養者の専用待避所を設置するほか、避難情報が発
令された際に、自宅から専用待避所等への搬送を行う。
また、避難者への救援物資や、避難所における感染症対
策物資を備蓄する。

31 知事直轄 一般

共助の取組促進に
よる地域防災力の
強化
《危機管理課》

R7

自主防災組織支援講師団を活用し、組織の結成や活動活
性化を目指す取組を支援するとともに、地域の防災リー
ダーを核とした防災行動の普及を図る。また、個別避難
計画作成の中核的な役割を担う人材を育成し、計画作成
に取り組む市町村を支援する。

50 環境文化部 一般
文化を核とした地
域活性化促進事業
《文化振興課》

R6

瀬戸内国際芸術祭2022の開催時期に連動した各種イベン
トを開催し、国内外からの誘客及び県民の文化芸術への
関心や満足度の向上を図るとともに、地域の魅力を芸術
文化の視点で掘り起こし、地域を活性化させ、本県文化
の底上げを図る。

事 業 概 要

要求額(千円)

計
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調書番号 部 局 名 分類 事　　業　　名 終 了 年 度 説 明

( 13,750 )
22,000

( 62,579 )
62,579

( 229,695 )

3,363,087

事 業 概 要

要求額(千円)

38 警察本部 一般

可搬式速度違反自
動取締装置の増備
による通学路への
安全対策事業
《交通指導課》

R4

通学路、生活道路での可搬式速度違反自動取締装置によ
る取締りを推進し、児童・生徒等をはじめとした交通弱
者の安全を確保するため、可搬式速度違反自動取締装置
を２式追加整備する。

37 警察本部 一般
水島警察署庁舎建
替整備事業
《会計課》

R4

重大事件・事故や自然災害発生時の警察活動の拠点とし
ての機能や県民の利便性を確保した、水島警察署庁舎の
整備実現に向け、基本計画に基づき、基本設計業務を行
う。

計
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